
  

  - 

福祉サービス第三者評価結果（総括表） 

 

①第三者評価機関名       

一般社団法人いばらき社会福祉サポート 

                                 

②施設・事業所情報 

名称：はこぶね保育園 種別：小規模保育園  

代表者氏名：石川祐也 定員（利用人数）：   12    名 

所在地：茨城県つくば市倉掛 1768-5 

電話番号：029-893-6531 
ホームページ： 

https://www.tsukuba-hoikuen.com/ibaraki-nursery.shtml 

【施設・事業所の概要】 

開設年月日 2019年 12月 1日 

経営法人・設置法人（法人名等）： 個人 

職員数 常勤職員：      4   名 非常勤職員：  4    名 

専門職員 保育士        5   名 子育て支援員  1    名 

施設・設備の 

概要 
保育室 45.07㎡ 

ホール 26.1㎡ 

 

 

③理念・基本方針 

神様は子どもたち一人ひとりを特別に愛し、大切に思っていてくださっています。そして、そ

んな愛する子どもたちそれぞれに個性（聖書ではこれを賜物といいます）という素敵なギフ

トを与えてくださいました。「よく笑う子」や「力持ちな子」「元気な子」「探求心の強い子」「の

んびりした子」、他にもいろいろな賜物を持った子どもたちがいます。その賜物が全く一緒で

ある子はいません。はこぶね保育園は、神様からいただいたそれぞれ違う素敵な賜物を認

め尊重し、寄り添いながら子どもたちを大切に育てていきます。自分が認められ受け入れ

られていることで得られる安心感の中で、のびのびと成長できるように保育をしていきま

す。 

【そのままの君が素晴らしい！】【君は愛されるため生まれた】 

いつも変らない、これからも変わることのない神様の愛の中で、大切なこどもたちに最善な

保育をしていきます。 

④施設・事業所の特徴的な取組 

外遊びや散歩を中心にし、雨の日は室内でサーキットや動物カードなどをつかい遊んで

いる。 
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⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

 

令和 5年 6月 12日（契約日）～ 

令和 5年 9月 6日（評価結果確定日） 

受審回数（前回の受審時期）    初 回（平成  年度） 

 

⑥総評 

□特に評価の高い点 

・理念・保育方針・保育内容が一貫しており、同じ目標に向かって園全体が一丸となって取

り組んでいます。 

 調査日は真夏の暑い日でした。子どもたちは登園してきたら、直ぐに準備をして水遊びで

す。ターフで日陰を作り、テラスに作られたプールで元気いっぱい笑顔いっぱいで遊びます。

園長や職員がシャワーを持ちながらすべての子どもたちを観察しています。子ども一人ひと

りの態度や表情に少しでも変化があれば、職員同士声を掛け合いながら一瞬たりとも目を離

さずに対応していました。これは保育実践の全現場で見られたことで、安全管理意識の高さ

が浸透しているとともに「小規模の特性を生かし、全職員が子どもたちに関わり大きな家族

のような愛の保育をする」という保育方針が行き渡っていました。 

 子どもたちの個性を尊重し、「“やりたい”“知りたい”を大切にした保育」を提供していま

す。子どもは皆冒険家という考えのもと、興味があることには年齢に囚われずに安全面に配

慮しながらチャレンジさせています。子どもの自主性を伸ばし、育てる保育は子どもたちが

これから歩むであろう人生の礎になるでしょう。 

 

・小規模保育園を開設して４年目という時期に、「第三者評価」を受審したことは保育の質を

上げたいという意欲の現れであり、高く評価します。 

 

□改善が求められる点 

・中・長期計画は「個人経営のため策定していない」とのことですが、理念や基本方針の実

現に向けた具体的な目標を明確にする意味においても今回の第三者評価の結果を踏まえて策

定されることを期待します。 

 

・人事管理（人材の確保、育成等）は保育所運営において重要な要素です。中・長期的な展

望を明確にしながら、職員体制や職員の働く環境を段階的に整備することを期待します。 

 

・小規模の特性を生かして、職員とは阿吽の呼吸で保育を実践していることが見て取れまし

たが、共通意識を再確認するためにも定期的に職員会議等を開催することを提案します。 

 

・苦情・相談の体制は整備されていますが、現在まで１件の苦情・相談もない状況です。毎

日の送迎時のコミュニケーションや連絡帳でのやり取りですくい上げている結果だとは思い

ますが、アンケートや個別面談等を実施して「声なき声」を拾い上げることで、よりきめ細

かいサービスを提供できると思います。 
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⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

開園して初めての第三者評価、まだまだ自分たちの保育を作り上げていく中での受審

となりました。不安のなかでのヒアリングでしたが、しっかりと評価したうえでより良い保

育・運営をしていくために必要な取り組みを指導していただきとともに、今行っている保

育を評価していただきました。 

 この第三者評価を基に、より良い保育を目指し、利用者が安心して任せられ、職員が

不安なく保育に取り組める環境を目指してこれからも取り組んでいきたいと思います。 

 

 

⑧評価細目の第三者評価結果（別紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


